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講座開催風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーポイントと資料で絵画の写真を見

ながら、絵画が成立した背景や絵画の見方

などを解説していただきました。 

 

 

事 業 名 
愛知県立大学連携講座「ヨーロッパ絵画史点描―ヤン・ファン・エイク

Jan van Eyck とアルブレヒト・デューラー Albrecht Dürer―」 

期 間 平成２３年３月６日（日）、１３日（日）（毎週日曜日、全 2 回） 

連 携 大 学 （大学名）愛知県立大学        （参加人数）17 人 

大 学 窓 口 愛知県立大学事務局学術情報部研究支援・地域連携課 、外国語学部 

担 当 課 生涯学習課 

事 業 内 容 

 

ヨーロッパ絵画史について、初期フランドル派の画家であるヤン・フ

ァン・エイクとドイツのルネサンス期の画家であるアルブレヒト・デュ

ーラーを中心に深く学びました。 

１回目 絵画の見方とヤン・ファン・エイク(ca.1395-1441)：油彩技

法の完成者 

２回目 アルブレヒト・デューラー (1471-1528)：西洋における最初

の風景画家の一人 


